
取材日 2024年 6月 16日

井本 西田 宮本 本井 山口

渡辺

取材対象先

所在地

取材申込

先祖代々受け継がれてきた地元の鎮守社を保存・継承するために、3名の氏子総代らが献身

的に管理運営され、また自治会からの資金面のバックアップや欠かさぬ行事を通じて理想

的に継承されており、地域住民の熱意の証であると思われた。しかしながら、近年の少子

高齢化や過疎化に伴う氏子総代などの当社を維持管理する担い手の不足が今後の課題であ

る。

文化財の状況

獣害対策

取材を終えて感じた文化財保護状況と今後の課題（修復、維持、管理、環境など）

毎月1日に開催される朔日(ついたち)祭の他に秋の大祭や年2回の祈年祭、大

祓など計20回の行事が連綿と受け継がれており、行事には宮司に加え3名の

氏子総代やオトナと呼ばれる4人の長老が参加される。また20年ごとの本造

営(ほんぞうく)、10年ごとの中造営(なかぞうく)に向けて、自治会を中心に準

備金が積立てられている。現在嵩(だけ)地区には16所帯が居住しているが、

少子高齢化や過疎化に伴う氏子総代など管理者の減少が危惧されている。

保存～継承

へ　苦労と

今後の課題

と対策

近隣に目撃情報はあるが、被害の報告はない

。

特に大きな被害はないように

思った。

設備・対策・点検・通知方法

参道横に防火水槽が設置されており、有事の

際には近隣の奈良市東消防署月ヶ瀬分署から

消防車が出動する。
防火対策

市町村指定文化財取材票　≪表≫

奈良市月ヶ瀬嵩(だけ)245

嵩自治会　氏子総代：＊＊＊様

　　　　　　（個人情報守秘）

連絡先　＊＊＊

PCアドレス

取材参加者

所有者（取材

対応者）名

奈良市：八柱神社の本殿

（記入者）渡辺明彦

申込先・行政名など：＊＊＊様　

　　　　　　

市町村　　　

指定文化財

被害の有無・対策など 記入者の感想

彫刻　     躯

建造物　1 棟

名称（指定年月日）

八柱神社本殿   　1982(昭和57)年2月1日(旧月ヶ瀬村指定)   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                           

この社殿は石造の小祠で、旧月ヶ瀬村には月瀬の大神神社、桃香野の八幡神

社に同例がみられるが、当社のものが比較的古式をとどめており、屋根形式

から見れば室町期を下らぬ建造物であること。文化財指定理由

記入者の感想

石造であるため火災の心配は

軽微であると思った。



取材日 2024年 6月 16日

井本 西田 宮本 本井 山口

渡辺

取材対象先

文化財指定名：

参道から(鳥居の左奥に拝殿) 　　解説掲示板　　　　　　　　　　御祭神

奈良市：八柱神社の本殿

市町村指定文化財取材票≪裏≫

（記入者）渡辺　明彦

取材参加者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜写真撮影許可済＞

八柱神社本殿

社殿は石造の小祠で、高さ(基壇上から棟上

げまで)約110cm、台座幅約75cm。基壇には

葛石(かずらいし)を回し、台座には一石、軸

部には立石を前後三列に並べ、屋根石は一

石、前方は入母屋、後方は切妻となってい

る。　前方入母屋の妻飾に鬼面が刻まれて

いるのが特徴である。正面には近年の式年

造営の際に後補された木製の扉装置が設置

されている。

八柱神社本殿（右斜めから）

参道からの眺め 月ヶ瀬村による説明板・八柱の御祭神　

文化財の由緒などを記入　 所有社寺や地域の歴史や特徴を記入

当社は、名張川(五月川)が高山ダムによってで

きた月ヶ瀬湖南の集落・嵩に鎮座する。もと

は五月川に沿う旧小畑村・宮の芝の鎮守社で

あったが、1738(元文3)年に民家の転住に伴い

現在地へ遷祀された。同じ境内には古くから

信仰を集めた薬師寺が隣接する(月ヶ瀬村史参

照)。祭神は高御産日神・神産日神・生産日神

・足産日神・玉積産日神・大宮能売神・事代

主神・御食津神の8柱であり社名の由来となっ

ている。

八柱神社本殿（正面）


